
北印旛沼のトモエガモ 

トモエガモは顔に緑、黄、黒の三色の巴模様があるのが名前の由来です。 

ただし雌は他のカモ類と同様に地味な褐色ですから、単独でいると見分けが難しくなります。 

環境省のレッドリストでは Vulnerable (VU) - 「危急」（絶滅危惧 II 類）に分類され、私にとっては非常に珍

しい鴨として憧れの鳥でした。どこかの池で見られると聞くとカメラを担いで駆けつけたものでした。 

ところが１０年ほど前に中央博物館の学芸員から北印旛沼にトモエガモが数千羽いると言われても、にわかには 

信じ難く、冗談か聞き間違いと思っていましたが、場所は自宅から近いので念のため覗いて見ました。 

その当時、沼で目立つのはオナガガモが圧倒的に多く、恐らく万単位の大群だったと思います。 

遠くてゴマ粒にしか見えない点々を望遠鏡で見ると中にトモエガモが混じっているのが確認でしきました。 

その後は機会がある毎に沼に通い撮影を試みましたが、なかなか岸には近づかず悪戦苦闘が続きました。 

そうこうしているうちに越冬の渡来数は年々増え続けて今では数万を超えると言われています。それに伴い 

撮影のチャンスも増えていますが、特に壮観なのは猛禽類が出た時、強風の時など一斉に飛び立つ場面です、 

  

巴模様が印象的 水面を埋め尽くす大群 北の方向には筑波山 

  

ハヤブサか！ 一斉に飛び立つ様子は竜巻の如し 日没後に富士をバックに餌場へ 多くの鴨は夜行性 

一極集中は鳥インフルエンザなどの疫病が一気に広がる恐れがあり、望ましい事ではありません。ほどほどに願

いたいと思っています。 

先般韓国の済州島で発生した航空機事故の原因の一つとして、鳥の群れとの衝突が挙げられています。 

27 日の報道では事故機の両方のエンジンから発見された羽毛と血痕はトモエガモのものであることが確認され

た。トモエガモは、26 万羽規模で韓国における最も多い代表的な冬の渡り鳥だそうです。 

この様な大群に突っ込めば、ジェットエンジンに大量の異物が吸い込まれる訳ですから只ではすみません。 

何とか回避できなかったものでしょうか。大惨事の犠牲者のご冥福を祈ります。 佐倉市 坂本文雄 
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『SDGｓの森』の試み

１ 市民と行政との協働による、茂原公園生物多様性保全事業 
７年前の平成 29年秋、茂原市の茂原公園を散策していて、蕾をつけたリンドウやキバナアキギ

リ、ヤマホトトギスなどが他の植物とともに一斉に刈られてしまっている光景に遭いました。

その後『市長への手紙』によって、生物多様性保全に配慮した管理方法を提案しました。幸い担当

者の理解を得ることができ、翌年、保護区の設定や草刈りボランティア体験イベントの開催を経て、

市民ボランティア団体を立ち上げ、その秋には『茂原市まちづくり条例』に基づいて、茂原市より市

民活動団体の認定を受けることができました。 

 令和元年より 3年間は、同条例に基づく茂原市協働提案

事業の採択を受けて、市から一定の予算をいただいてきまし

た。令和 6年 4月に同じ趣旨で、『茂原公園の管理に関する

協定書』を、市民団体と茂原市との間で取り交わすこととな

りました。 

２ 『SDGｓの森』の取り組み 
2-1 きっかけ

令和 3 年 7 月、勝浦市で 200 ㎜を越える大雨があり、茂原市内でも相当の降水量に達して、茂原

公園内の斜面（林）の崩落が発生しました。一方、都市公園条例に基づく公園では、茂原市に限らず、

基本的に園内全域を全草除草（高木は対象外）する考え方が一般的となっています。右下の写真は、

それらの結果、林床にキツネノカミソリ以外ほぼ何も生育していないことを示しています。 

そこで、崩落斜面上部の改修については、生態系や景観に配慮して、できる限り人工的材料を使わ

ずに木材を最大限に利用する工法を提案するとともに、斜面中下部については、森林の土砂崩壊・表

土浸食防止機能を説明して、森の本来の姿（階層構造）を重視した再生・管理方法を提案しました。 

結果的に十分な理解は得られませんでしたが、試みとして斜面の一部で、園内にある低木類を移植

して、森（後に『SDGsの森』と命名）の再生を図ることについて、了解を得ることができました。 

2-2 実際

移植した樹種は、アオキ、オオアリドオシ、スダジイ、ヒ

サカキ、マンリョウ、ヤツデ、ヤブコウジで各１～２株、そ

してベニシダ。また、イロハモミジ、コナラ、フユイチゴは

現地の実生をそのまま保護することにしました。 

移植当時はいずれも数㎝から十数㎝程度でした。オオアリ

ドオシやヤブコウジは特性を考えて斜面上部に植えました。 

2-3 3年でほぼ成木

以下の写真は、いずれも丸３年経った昨年 12月 30日撮影のもです。

茂原公園のリンドウ 
（令和 6 年 12月 5 日） 

SDGs の森当初の様子 
（令和 4 年 3 月 10 日） 

オオアリドオシ マンリョウ ヤブコウジ
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オオアリドオシはほぼ成木の大きさで 60㎝ほどですが、まだ開花結実に至ってはいません。

マンリョウは同じく 50㎝ほどで、2年目から開花結実しました。

１株だったヤブコウジは 6 株ほどに増えていました。地下茎で増えたものと考えられますが、こち

らも今のところ開花結実は確認できていません。 

2-4 まだまだ先が長い

スダジイやヒサカキは１m弱で、まだまだ先が長いです。

ヤツデは、同じく１ｍほどですが勢いよく葉を広げています。

2-5 陽樹と陰樹

陽樹のコナラは、陽当たりの良い場所であれば１ｍ以上に伸びるのでしょうが、日当たりが悪いこ

こでは、未だに 20㎝ほどです。 

一方、イロハモミジは順調に１ｍほどに育っています。調べてみたら陰樹であることが分かりまし

た。崖っぷちなどの厳しい環境に育つ特性の一端を垣間見た気がします。 

アオキは陰樹でスクスクと伸びるかと思いましたが、意外と遅くてまだ 40㎝ほどです。

2-6 嬉しいフユイチゴの結実

フユイチゴが順調に育って、今シーズン初めて赤い実を着けました。嬉しいですねぇ。そのことだ

けで、何だかこの試みが成功したような気持ちになりました。 

なお当初、とにかくやってみようと言うことで、アオキやノシラン、ヤブミョウガなどの実や種を

蒔いてみましたが、今のところ好ましい結果は確認できていません。 

（記：茂原市   望月力智） 

スダジイ ヤツデ

アオキ

ヒサカキ

コナラ イロハモミジ

３年前のフユイチゴ 今冬のフユイチゴの実 
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子どもの問題解決力 

映画「となりのトトロ」は 1988（昭和 63）年、スタジオジブリによる長編アニメ公開作品。今でも

子どもたちには人気が高い作品だ。登場するマックロクロスケ、クスノキの洞に住んでいるトトロ、ネ

コバスが出現する場面が強烈に印象に残っている。父親は考古学者で大学の非常勤講師。母親は療養の

ため病院に入院している。 

近所からもらったトウモロコシを届けたい一心で母親の入院する病院目指して出かけてしまった４歳

の「メイ」を小学校６年生の「サツキ」が探しに行くシーンがある。「サツキ」の慌てぶりに、村中が

総出で探すシーンへと場面が展開すると、「カンタ」が大人用の自転車を三角乗りして走るシーンが映

し出される。 

当時自転車と言えば月の給与の数倍する高価なものだった。通勤や通学、買い物のために利用され、

生活のレベルが徐々に上がっていったといわれている。昭和３３年に自転車税を廃止した時には国内で

500 万台が保有されていた記録がある。 

その頃日本は高度経済成長まっしぐらで、働けば働くほど国力が強くなると信じられていた時代だっ

た。三種の神器にちなんで電気製品の三種（白黒テレビ、電気洗濯機、電気冷蔵庫）が登場し、我先に

買い求める、そうした時代だった。 

さて、自転車だが、主流はといえば、大きな荷台のついた大人用の頑丈な 26 インチの自転車しかな

かったのだから、子どもが自転車に乗りたくても乗れなかった。そこに三角乗りと言って、前輪と後輪

の間の三角フレームに片足を右のペダルに伸ばし、左足は左のペダルに乗せてペダルをこいでいく。そ

うすると大人用の自転車でも子どもが乗れる。極めて危険な自転車の乗り方なのを承知で、ほんの短時

間だったら子どもが自転車を利用できる。子どもの知恵か、大人の考えか、というよりも大人の真似を

して工夫する子どもの姿がそこに現れている。 

子どもの世界は大人の社会を映し出しているともいわれる。大人が使っているこんな便利なものを何

とかして使いたい、乗りこなしたいと思った先に三角乗りがあったのかもしれない。 

少し角度は違うのだが、昔、「早く大人になりたい」と思う子ども、若者があふれていた。「大人があ

こがれの的」だった。今はどうだろう。「大人」は「規律正しい」とか「見習うべきお手本」だという

ような教育を受けてきたものからすると、どこか曲がり角を間違え

て進んできたような、迷い込んでしまったような気がしてしょうが

なくなる。 

大人の世界ではモノを売って報酬を売るという図式、いわゆる生

産活動＝交換の様式が変化してしまい、複雑になってしまったので

はないか。真似るべきもの、見習うべきものが変化した。子どもが

プログラムを考えることも不思議ではないことになってきた。そん

な気すらする昨今だ。 

どこかで三角乗りをする子どもの姿が見られるかもしれないと念

じつつ。（松戸市 藤田 隆） 

 

カタクリ（昭和の森） 
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